
 
○教授 

氏     名 上村 協子 UEMURA  Kyoko 

 

研 究 分 野 生活経済学、現代生活学、家政学原論 

科学研究費細目名 家政・生活学一般、ジェンダー、経済政策 

研究のキーワード 
生活者、現代生活学研究、食品ロス削減、女性と財産、 

持続可能なリカレント社会 

主な研究テーマ 

生活者とは誰か（生命系の経済学でとらえる生産と消費） 

相続にみる女性と財産（女性農業者と家族・地域・ジェン

ダー） 

生活創造時代の食政策と金融教育（生活の協同と地域金

融） 

学     位 家政学修士 

リサーチマップ  

主な担当授業科目 

(学部)東京家政学院を学ぶ、家政学原論、家政学概論、家庭経済学、生活設計

論、プロシューマー実習、家庭経営学概論、家庭科教育法Ａ、家庭科教育法 B、

家庭科教育法 C、家庭科教育法 D、教育実習指導、教職実践演習（中等）、卒業

研究 A、卒業研究 B、基礎ゼミ、現代生活論、現代家政ゼミ A、現代家政ゼミ B、 

(大学院)生活経営学特論、家政学総合特論、家政学特別研究演習１、家政学特

別研究演習２、家政学特別研究演習３、家政学特別研究演習４ 

受験生への 

メッセージ 

「生活者による」「生活者のための」「生活者について」の学びが現代生活学で

す。現代社会は生活の変化が激しいリスク社会といわれ、人生には思いがけな

いことが起こります。東京家政学院大学の家政学には、衣食住の日常生活を生

活者視点で捉え直し、家族や身近な人と協同しながらリスクに立ち向かい、あ

なたを変えることで持続可能な社会と生活を創る発見が詰まっています。 

関係する SDGs項目 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  


